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　5月20日（日）、墨田リ
バーサイドホールで、第54
回相川会大会が総勢
270名の盛り上がりの中
で開催されました。冒頭、
島田会長の挨拶、徳川

300年の泰平の礎となった相川金山の終焉と時を同じくし
て発足した東京相川会が今日を迎えるに至った経緯、佐
渡が過疎化している今こそ、故郷を支える力となろうとの誓
いの言葉が、参加者に多くの感動を呼びました。続いて来
賓の近藤衆議院議員のメッセージ、親松副市長から相川
金山の世界文化遺産登録への対策と協力依頼、美しい
佐渡の創出、朱鷺の放鳥に向けた取組など多くの政策が
述べられたあと、小林新潟県人会副会長より会に対しての
賛辞がありました。
　第2部、摩尼首都圏佐渡連合会長挨拶のあと、懇親会
に入り、クラウンレコード村尾亜起の歌謡ショーや２1世紀お
けさアートの会の民謡ショー、山登靖によるライブ、恒例と
なった若波会による輪おどり等が次 と々披露されました。
　そんな会場の賑わい中に、いつの間にか五月の青い空
と眩しい日差しまでもが割り込んで来ていました。
　最後に参加者全員による「故郷」の合唱、参加者それ
ぞれに、故郷の「道遊の割戸」や、「尖閣湾」、そして遠い
過去となったけれど鰯網大漁に沸く七浦の浜の情景など
が映っているようでした。第55回大会での再会を誓いなが
ら午後4時、川島相川商工会長音頭による万歳三唱をもっ
て閉会しました。

第54回　東京相川会大会開催（東京の相川祭り）

首都圏情報コーナー

　
東京相川会JH生

会長　島田　治男

裁判員制度 あなたも裁判員

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

金　井 泉 山　口　真　央 政久 6.  6
　〃 泉 小　野　百　恵 哲 6.15
畑　野 宮川 加　藤　優　志 翼 5.21
　〃 畑野 大　間　悠　太 正行 5.28
　〃 宮川 中　村　太　紀 充 6.11
真　野 豊田 川　岸　　　響 潤 5.19
　〃 豊田 石　塚　青　葉 正敏 6.  1
　〃 長石 島　倉　一　織 佳史 6.  3
　〃 長石 高　橋　世　凪 高志 6.  9
小　木 江積 佐　藤　涼　平 正樹 5.24
羽　茂 羽茂滝平 駒　形　　　凌 聖 5.14
　〃 羽茂飯岡 金　子　　　仁 健治 5.18
　〃 羽茂上山田 金　子　夢　大 正樹 5.29
赤　泊 杉野浦 後　藤　李　玖 重幸 5.18

両　津 浜田 磯　野　鶴　枝 74 5.22
　〃 加茂歌代 齋　藤　タ　ツ 92 5.24
　〃 梅津 渡　邊　ア　キ 84 5.26
　〃 梅津 仲　橋　靜　枝 90 5.27
　〃 上横山 神　 　 ミ　ヨ 87 5.27
　〃 浦川 酒　井　数　一 71 6.  4
　〃 真木 松　木　サ　ト 92 6.  6
　〃 春日 本　橋　　　克 62 6.  8
　〃 河崎 坂　野　兵一郎 91 6.11
　〃 玉崎 古　玉　宗太郎 91 6.15
　〃 歌見 藤　井　ヒサエ 77 6.15
　〃 片野尾 土　屋　左右馬 85 6.17
　〃 馬首 齋　須　政　行 52 6.18
　〃 野浦 山　本　初　音 85 6.22
　〃 玉崎 齋　藤　　　裕 81 6.22
　〃 両津夷 川　口　　　孝 69 6.24
相　川 北片辺 池　田　秀　一 30 5.18
　〃 相川大浦 岩　本　サ　ヨ 80 5.27
　〃 北田野浦 岩　﨑　桃　枝 78 5.27
　〃 相川鹿伏 池　田　フ　ミ 83 5.30
　〃 相川長坂町 伊　藤　ヒ　デ 81 6.  2
　〃 南片辺 小　路　太　一 88 6.  3
　〃 相川鹿伏 池　田　策　司 78 6.  8
　〃 大倉 濱　野　利　也 87 6.  9
　〃 高千 濱　口　嘉壽夫 81 6.15
　〃 相川小六町 山　本　スヱノ 73 6.18
　〃 北狄 　　地　　　作 83 6.18
　〃 稲鯨 大　地　イ　チ 83 6.19
　〃 相川二町目 中　嶋　清　江 67 6.22
　〃 関 石　井　虎　松 89 6.22
佐和田 河原田諏訪町 渡　部　ミツル 87 5.11
　〃 沢根五十里 宮　田　宏　平 81 5.25

　〃 河原田本町 餅　田　リ　ツ 91 5.31
　〃 鍛冶町 金　子　一　朗 76 5.31
　〃 沢根五十里 野　﨑　定　吉 73 6.  5
　〃 沢根 山　本　秀　吉 92 6.12
　〃 沢根炭屋町 兵　庫　正　春 79 6.19
　〃 八幡町 若　林　キ　ヌ 75 6.21
金　井 三瀬川 山　西　和　博 51 5.27
　〃 金井新保 渡　邉　治　郎 77 5.28
　〃 水渡田 岩　井　孝　吉 76 6.  7
　〃 泉 佐々木　良太郎 83 6.22
新　穂 新穂潟上 渡　邊　富美子 81 5.23
　〃 新穂 本　間　サ　ト 94 6.  5
畑　野 畑野 澤　頭　音　吉 74 6.  1
　〃 畑野 藤　原　將　成 62 6.  2
真　野 田切須 　　地　ヨシ子 81 5.22
　〃 大倉谷 佐々木　三　義 84 5.24
　〃 豊田 池　田　久美雄 49 5.26
　〃 西三川 稲　田　善　則 84 5.31
　〃 真野 　　林　三　郎 87 6.  5
　〃 吉岡 永　井　カ　ツ 92 6.  7
　〃 国分寺 若　林　松　藏 81 6.  7
小　木 小木町 菊　地　　　博 60 5.26
　〃 小木町 中　川　三　代 91 6.  5
　〃 深浦 金　子　𠮷太郎 77 6.  5
　〃 宿根木 青　木　リ　ツ 89 6.  6
　〃 小木町 八　木　逹　文 84 6.12
　〃 小木町 原　　　キ　ミ 84 6.19
　〃 小木木野浦 小　林　一　郎 86 6.25
羽　茂 羽茂大橋 葛　西　六　雄 62 5.24
赤　泊 赤泊 中　川　　　　 82 5.21
　〃 莚場 西　野　　　三 72 6.  2
　〃 赤泊 中　川　春　香 15 6.  8
　〃 上川茂 岩　野　貞　七 85 6.16
　〃 上川茂 風　間　　　周 90 6.18

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（まお）
（ももえ）
（ゆうし）
（ゆうた）
（たいき）
（ひびき）
（あおば）
（いおり）
（せな）
（りょうへい）
（りょう）
（じん）
（ゆうと）
（りく）

（げんき）
（きくか）
（みずき）
（りん）
（こころ）
（らいと）
（だいご）
（はると）
（はる）
（しゅん）
（ねね）
（そら）
（いつき）

※掲載について都合の悪い場合は市民課戸籍係へお申し出ください。なお敬称は省略します。

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎 No.

14

皆
さ
ん
は
毎
日
朝
、
本
庁
の
玄
関
に
立
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
い
る
市
民
相
談
室
の
担
当
の
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
最
初
、
私
も
「
何
し
て
い
る
の
？
」
と
問
い
か
け
、
「
市

民
の
皆
さ
ん
を
仕
事
始
め
に
お
迎
え
し
て
い
る
の
で
す
」
と
の
答

え
に
絶
句
し
ま
し
た
。
市
役
所
の
職
員
は
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
、

そ
の
割
り
に
、
市
民
へ
の
対
応
が
悪
い
な
ど
、
市
の
職
員
を
糾
弾

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
載
や
、
議
会
の
厳
し
い
批
判
に
心
を

痛
め
る
毎
日
で
し
た
か
ら
、
本
当
に
彼
ら
に
手
を
合
わ
せ
た
く
な

る
思
い
で
す
。

合
併
後
３
年
、
確
か
に
か
つ
て
の
役
場
職
員
の
体
質
を
変
え
ら

れ
な
い
職
員
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
毎

日
努
力
し
て
い
る
職
員
も
見
て
ほ
し
い
・
・
そ
の
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

佐
渡
市
で
は
今
年
か
ら
、
市
民
の
要
望
を
受
け
止
め
る
た
め
に

五
つ
の
担
当
制
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
気
配
り
担

当
」
で
す
。
「
た
ら
い
ま
わ
し
を
許
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
本
庁

の
市
民
相
談
室
木
村
き
み
こ
室
長
（
旧
金
井
町
）
を
中
心
に
し

て
、
佐
渡
市
の
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
し

て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
支
所
の
「
気
配
り
担
当
」
も

任
命
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
参
り
ま
す
。
担
当
制

は
こ
の
ほ
か
に
も
「
結
婚
さ
せ
る
担
当
」
「
美
し
い
島
づ
く
り
担

当
」
「
地
産
地
消
担
当
」
「
島
暮
ら
し
案
内
担
当
」
の
４
担
当
が

任
命
さ
れ
、
市
長
と
日
々
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
、
縦
割
り
組
織

の
弊
害
を
排
除
し
て
市
民
に
仕
え
る
覚
悟
で
す
。
最
近
で
は
、
職

員
に
よ
る
日
々
の
ゴ
ミ
拾
い
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
積

極
的
な
参
加
な
ど
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
を
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（題字　髙野宏一郎）

裁判員制度とは、国民に裁判員とし
て刑事裁判に参加していただき、国民

の視点、感覚を取り入れ、より身近な「国民の司法参
加」を実現する制度です。
裁判員に選ばれても、特に法律知識は必要ありませ

ん。法律知識が必要な場合は、裁判官から分かりやす
く説明されますので、心配はありません。
現在、裁判員制度について広く同制度を理解してい

ただくために、裁判所、検察庁、弁護士会において、広
報および説明会等実施中です。

新潟地方検察庁企画調査課
☎０２５‐２２２‐１５２４

平成２１年５月までにスタートします

お問い合わせ 

５月初旬には、白いりんごの花が満開でした。
摘花に忙しい日々が続いて、飛び回るミツバチが受粉のお

手伝いをします。甘い香りが風に乗って飛んでいました。今
は、小さな青い実の摘果作業中で、色づく日が待たれます。基
本的な栽培管理はフルーツクラブが行いますが摘果作業や
収穫は作業体験ができ、契約期間中はりんご園に出入りして
生育状況なども視察できます。6月24日（日）には、申し込み
したオーナーによる摘果作業が行われました。
申し込みは随時受け付けていますので、詳しい内容は西三

川フルーツクラブ各農園でお尋ねください。
一本の木から収穫した【りんご】は、すべてオーナーのもの

です。

両　津 原黒 藤　井　元　輝 学 5.30
　〃 加茂歌代 市　橋　菊　花 直樹 6.10
　〃 春日 半　田　水　稀 一浩 6.12
　〃 両津夷新 中　田　　　凛 尚登 6.15
相　川 石名 神　﨑　心　桜 正仁 5.19
　〃 相川下戸炭屋浜町 菱　川　羅偉人 佑生 5.29
佐和田 窪田 鈴　木　大　悟 正悟 5.  9
　〃 市野沢 中　川　陽　翔 和也 5.29
　〃 長木 後　藤　晴　瑠 直也 6.  2
　〃 上矢馳 丸　山　　　隼 厚 6.  5
　〃 河原田本町 藤　下　寧　々 環 6.  8
金　井 泉 笠　木　爽　良 淳一 5.23
　〃 千種 羽　藤　　　樹 潤 5.28


